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現在、開催中の企画展や、我が館のお宝文書と言える歴史的公文書などを紹介します。 

■■ 第７回企画展 
「水なき台地と呼ばれた相模原台地の変貌」の紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相模原市立 

公文書館だより  第４号  平成２８年１０月 

平成２８年１２月１７日まで、第７回企画展「水なき台地と呼ばれた相模原台地の

変貌」を開催しています。 
相模原のかんがい事業は、明治初年の「相模原開田計画」をきっかけとして、軍都

計画や戦後の食糧難など、時代の波を大きく受けながら、相模原畑地かんがい事業へ

とその姿を変えていきました。しかしながら、その後の高度経済成長の中で宅地化な

どにより、大規模な畑地かんがいを維持管理することは困難との判断から畑かんの廃

止が決定され、現在では、その一部は緑道などとして利用されています。 
水に乏しい相模原台地、人口増加で水をより必要とする横浜や川崎地区と、水の豊

かな津久井地域との関係を知っていただく展示となっています。 
市内で見かける緑道や現在使われていない水路など、「なぜここに？」という疑問に

答えが見つかるかもしれません。ぜひ、お越しください。 
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■■ 歴史的公文書の紹介 

我が館のお宝文書と言える歴史的公文書を紹介します。 

公文書名は「鳥屋観測所、気象月報綴」です。 

神奈川県の旧鳥屋村（現在の相模原市緑区）に神奈川県測候所の一観測所として鳥屋観

測所が設置されていました。 

この観測所は、国が全国に設置した気象観測拠点の一つで、観測記録は県を通じて国へ

報告されていたものです。気象台な

どの国や県単位の気象観測記録は、

集約され保存されていると考えられ

ますが、鳥屋村のように一観測所の

記録が大正３年（1914年）から昭和

５３年(1978年)まで保存されている

のはまれではないかと思われます。

しかも温度、降水量といった定量的

な記録にとどまらず、梅の開花、ツ

バメの飛来、菊開花など生物・植物

の季節に応じた自然の状態までも生

物現象報告として記録され、公文書

として保存されています。 

今年の８月は相模原市消防局の調

べで３０℃を超える日が２１日あり

そのうち、最高は３８℃の猛暑日が１

日、つぎに３４℃が４日も出ています。

し か し な が ら 、 大 正 ４ 年 ８ 月

の観測記録を見ると最高気温が 

３０℃を超える日は１日のみで 

３０．６℃、翌５年８月は２９．８℃ 

が最高です。大正・昭和と引き継がれ 

てきた記録が、大切に保存されていた

ことでわかる事実の一つではないでし

ょうか。 

なお、今回紹介したお宝文書のデー

タをまとめた冊子、「津久井町の気

象」（１冊 1,840円）を公文書館で 

販売しています。 
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昭和30年

津久井町

相模原市 昭和16年

明治期からの市町村名の変遷平成18･19年
明治22年 明治17年

相模原市 昭和29年

相模原町

昭和23年分離 新戸村

座間町 座間町

四ケ村連合
戸長役場

下溝村

当麻村

新磯村

磯部村

大正14年 根小屋村

中野町

長竹村

中野村外
四ケ村組合

根小屋村

六ケ村連合
戸長役場

又野村

三ヶ木村

三ケ村連合
戸長役場

鳥屋村

串川村

青山村外
一ケ村組合

青山村

青山村

大正14年 明治42年

長竹村

昭和30年

城山町

三沢村中沢 三沢村

三ヶ木村

太井村

三沢村三井 太井村

中野村外
三ケ村組合

中野村

中野村

又野村
中野町外
三ケ村組合

相模湖町

内郷村

二ケ村連合
戸長役場

寸嵐村

昭和5年 大正2年 若柳村

昭和30年

三井村

三ケ村連合
戸長役場

中沢村

湘南村

小倉村

葉山島村

川尻村

川尻村

昭和30年

藤野町 昭和29年

小原町

小原町

千木良村

与瀬町外
二ケ町村組合

小原町外
二ケ町村組合

与瀬町

小原町外
二ケ駅村
組合

与瀬駅

三ケ町駅村
連合

戸長役場

与瀬駅

千木良村

佐野川村

名倉村

牧野村

牧野村

小淵村

小淵村

沢井村

吉野町

吉野町外
二ケ村
組合

吉野駅外
二ケ村組合

吉野駅

五ケ駅村
連合

戸長役場

吉野駅

沢井村

日連村外
一ケ村組合

日連村

日連村

大正3年

佐野川村

明治42年

溝村

上溝村

麻溝村

大正15年 田名村

上溝町

大野村

五ケ村連合
戸長役場

上矢部村

矢部新田村

青根村

二ケ村連合
戸長役場

青根村

青野原村

青野原村

名倉村

田名村

淵野辺村

鵜野森村

上鶴間村

大沢村

三ケ村連合
戸長役場

下九沢村

上九沢村

大島村

鳥屋村

相原村

四ケ村連合
戸長役場

相原村

橋本村

小山村

清兵衛新田

■■ インターネット検索の紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■ 第６回企画展 
平成２８年５月１７日から８月１４日まで、

「歴史的公文書の分類とその利用」の展示を

行い、期間中１６７人の来館者があり、歴史

的公文書など３６点をご覧いただきました。 

歴史的公文書により親しんでいただけるよ

う、その分類や選別の基準を中心に展示しま

した。 

また、条例が公布されるまでに作成される公

文書を展示して、公文書の流れもわかるよう

にしました。 

さらに、明治期の村から、現在の相模原市

までの合併の系図(右図)と地図を作成して展

示しました。現在の相模原市はかつての高座

郡と津久井郡の両郡からなることから、今回

これを初めて作成したものです。 

 

相模原市が保有する歴史的公文書の情報をインターネットで検索することができます。 

検索方法は、分類番号、個別名称、文書件名、文書作成年度による検索などができます。 

＜検索対象＞ 

 明治６年度（１８７３年度）から平成１９年度（２００７年度）まで 

 ※整理作業が終了したデータを随時更新していきます。 

 ※最新の情報は、相模原市立公文書館にある目録で確認してください。 

＜検索システムアドレス＞ 

http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shikumi/031235.html 

http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shikumi/031235.html
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○第７回企画展(開催中) 

「水なき台地と呼ばれた相模原の変貌(相模原開田

計画と相模原畑地かんがい事業)」 

（平成28年９月２３日～１２月1７日） 

○第４回講演会 

平成２８年１０月２９日（土） 

○第８回企画展 平成29年1月ごろを予定 
 
※詳しくは「広報さがみはら」などでお知らせします。 
 

■ 公文書館講座「はじめての公文書館～歴史的公文書の利用～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

～編集後記～ 
公文書館も開館して２年が過

ぎました。近況としては歴史的公
文書の利用請求が継続的にあり、
また、企画展・講演会などに期待
を寄せる方など多くいらっしゃ
いました。だんだんと市民の皆様
のお仲間になりつつあるのかな
と、勝手に思っております。 
これからも「親しまれる公文書

館にするには」を大事にしていこ
うと思っています。 (H) 
  

平成２８年７月８日(金)午前9時30分

から正午まで、公文書館講座を初めて開

催しました.   

今回の講座は公文書館の役割や利用方

法を学びながら、歴史的公文書を実際に

見る、読む、触れる体験をするものです。 

当日８名の参加者で、公文書館に初め

ていらっしゃった方がほとんどでした。 

 館長の講義や利用説明の後に、実際に

歴史的公文書を見ていただき、内容、紙

質、字体などから書かれた時代を感じて

いられるようでした。 

その後、目録作りの様子や書庫などの

見学と意見交換を行いました。 

意見交換では、公文書館を市民にもっ

と知ってもらうための工夫が必要などの

意見をいただきました。 

公文書館にとって、「生の意見」を聞け

るとても貴重な時間でした。 

 

 ◇◇公文書館の今後の事業予定◇◇
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